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第 1 節
1 )  本学教育課程 の 特色
本 学 の 創 設 の 理念 と 基本構想、 に は 当 時 の社会
状勢 と そ の要 請 が多分 に と り 入れ ら れ ， 高度成
長 の歪 が著 し く な っ て 低成長期へ移行す る に あ
た り ， 今 ま で の深 い 反省、 と 将来を先取 り す る 期
待 を も っ て つ く ら れ て い ま すO す な わ ち 医 と 薬
と は疾病を 防 ぎ ， 治 癒 さ せ ， 人類 の健康を守 る
共通 目 的 を も ち ， た だ そ の方法や分担に相違は
あ っ て も ， 互い に緊密な協力が必要な も と も と
一体的 な も の で あ り ま す。 こ の両者は 近代科学
の分化 と と も に 専 門 的に分離 さ れ る 傾向 に あ る
た め ， こ れか ら 脱却 し て 一体的教育研究 の推進
を 図 る こ と が ま ず第ーであ り ま す。 次 に 本 学 に
附置 さ れ て い る 国立唯一 の和漢薬研究所を特徴
づけ る 古来わ が 国 で、親 し ま れ て き た 東 洋 医 学
({美方) と ， 明 治以 来導入 さ わし現行医療 の 主流
に な っ て い る 西洋 医学 と を 改 め て 見直 し ， 両 医
療 の長所 を 伸 ば し ， 欠 け た と こ ろ を 補 い 合 わ
せ， 将来に役立つ新 し い 医療 の進展を企 て る こ
と が第二で あ り ま す。
こ れ ら の 理念 と 構想 と に基づ い て 本学 の 教育
課程が作 ら れた の で， 特 に教養部 は 設けず， 医
薬両学部 は そ れぞ れ 6 年 と 4 年 の 一貫教育 で，
い わ ゆ る 模型で， 一般教養 と 専 門 が接 し ， 例 え
ば体育 ・ 語学等 も 専門 に 入 っ た 高学年で、 も 行 っ
て い ま し た 。 ま た共通科 目 を設け両学部 の 教官
の相互乗 り 入れ態勢を と り 医薬合同講義 も 行 っ
て い ま す。 附属病院は大学直属 の病院 と し て 両
学部が 教育研究 の 場 と し て 用 い ， 薬剤部では薬
学部 4 年生 の 卒業研究 の 指導 も 行 っ て お り ， 和
漢診療部 では和漢薬論を 開 設 し て い ま す。
関学当初か ら 1 年 3 学期制を採用 し 各学年
末 に年度 内不合格零単位の厳 し さ で進級判定を
し て き ま し た が留年者が多 く ， つ い で 2 科 目 4
単位 ま で仮進級 を認め る な ど緩和 し た が あ ま り
変 ら ず， 一方昭和54年度か ら 共通一次試験が実
施 さ れ， 入学 し て く る 学生 の 学 力 ・ 意識 ・ 価値
観 の 推移変化 も あ り ， カ リ キ ュ ラ ム の過密化，
時間数の増加等， 模型教育 の弊害 も 感 じ ら れ ，
6 年間 の 教育経験を踏 ま え て 見直 し を行 い ま し
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昭和56年以 来学 内 で医学教育検討委員会， 薬
学部 カ リ キ ュ ラ ム 検討委員会， 一般教育運営委
員会及び各学部教授会 に お い て 精 力 的か つ慎重
に審議を重ね， 昭和57年秋に は 基本 方 針 が 決
り ， 昭和58年 3 月 の評議会で最終的に決定 し ，
4 月 か ら 実施 し ま し た 。 こ の改正 で は 前 も っ て
学生新 聞 に 掲載 し た り 説 明会 を 開 催す る な ど周
知徹底 を 計 り ， ゆ と り あ る カ リ キ ュ ラ ム を主眼
と し 学生諸君 に は こ の趣 旨 を十分理解 し ， 自
主 的学習意慾 を期待 し て い ま す。
改正 の概要は 次 の と お り であ り ま すO
1 基本的事項
(1)学期 を 3 学期制か ら 2 学期制に変更す る 。
カ リ キ ュ ラ ム の過密ス ケ ジ ュ ー ノレ を 緩和 し
ま た課外活動に お け る 各種大 会 の 開催時期 に
つ い て 他大学 と 歩調を合わ せ る こ と と し た 。
学期は さ ら に 必 要 に応 じ 前半後半区分 し 得 る
こ と と し た。
(2)一般教育科 目 ， 外国語科 目 ， 保健体育科 目 ，
基礎教育科 目 は 2 年次 ま でに修得す る 。 3 年
次 以 降 は 専門教育科 自 を 集 中効果的に修得す
る こ と と し 7こO
(3)学則第 18条 (在学年限〉 中 「か つ ， 同 ー の 年
次 に 2 年 を 超 え て 在学す る こ と が で き な い。 」
を 削 除 す る 。
(4)新 l 年次か ら 適用 し 2 年次 以 上 の 現在学生
に 係 る 移行措置は 別 に定め る 。
2 一般教育科 目
内容充実 の た め に ， 人文科学 系 に 「音楽J ，
「美術 」 を ， 社会科学系 に 「文化人類学 J を
新 た に 開設 し 人文科学系社会科学系 の授業
科 目 を 3 科 目 ずつ 4 クゃ ル ー プ に分け選択 の 幅
を広げ， 履 修 の 機会を増やす こ と と し た ( l
• 2 年次合同講義)
3 外国語科 目
(医学部) 自 由 科 目 と し て 「仏語J I ラ テ ン
語」 を新た に 開設す る こ と と し た 。
(薬学部 ) I仏語J を新た に 開 設 し 第 二外
国 語 ( 4 単位必修) を 「英語J I独語J I仏語J
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の 中 か ら l 科 目 を選択で き る も の と し 現行
の 要件単位数を 16単位か ら 12単位 に 変 更 し
た。 ま た 自 由 科 目 と し て 「 ラ テ ン 語」 を新た
に 開 設 し た 。
4 保健体育科 目
(医学部〉 現行 の修得単位数 の保健体育講
義 l 単位， 体育実技 3 単位を薬学部現行 と 同
様 に そ れ ぞれ 2 単位に変更 し た 。
5 基礎教育科 目
本学の特色 と す る 医薬一体 と し て の 「医薬学
概論」 は従来学長 ・ 副学長 が両学部一年次生
に対 し て 講義形式 で行 っ て き た が ， 新 カ リ キ
ュ ラ ム に お い て は学長 ・ 副学長 は 最初 の 3 回
の み に止 め ， 後は 医薬両学部 に分か れ て そ れ
ぞれ の学生に教官が工夫 し て シ ン ポ ジ ウ ム 自
主討論形式 で問題提起 の 新 し い方 法 で 実 施
し ， 医学 ・ 薬学を志す学生に早期 に心構え と
自 覚意識を も た せ る 様， 見学 ・ 実習 も 取 り 入
れ て い る 。
(医学部 ) 1薬用 生物学J 1細胞生物学J を新
た に 開設 し 現行 の 「放射線基礎学」 を 「放
射線基礎医学」 と し て 専門教育科 目 に組 み 入
れ充実 し た 。
(薬学部) 現行 の基礎教育科 目 は全 て 専 門
教育科 目 に組み入れ充実 L fc.o 
6 専門教育科 目
「医薬共通 合 同 講義」 を新た に 開設 し ， 毎年
関連分野 の特色あ る テ ー マ を 決 め 実施す る こ
と と し た 。
(医学部) 関連科 目 と し て 「歯科 口 腔外科
学J ， t リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 医学」 を新た に 開 設
し ， 現行 の 「人類遺伝学」 は 「基礎遺伝学」
お よ び 「臨床遺伝学」 に拡大充実 し た 。
(薬学部) 現行 の三系列 中二系列必修 の 履
修方法を廃止 し 選択 と し て 各系列 (有機化
学系， 物理化学系 ， 生物系) よ り 各 4 単位 を
修 得す る も の と し ， 調和 の と れた履修を行 う
こ と と し 7こo
7 卒業要件単位数お よ び 時間数
(医学部〕 現行 の 一般教育科 目 等7 1単位 +
専 門教育科 目 4 ， 800時聞 を ， 69単位 + 4 ， 779時
間 と す る 。
(薬学部) 現行 の 一般教育科 目 等67単位 十
専門教育科 目 95単位 = 162 単位 を ， 5 1単位 十
94単位 = 145 単位 と す る 。
8 学年暦 (昭和60年度分〕
〔前学期〕
4 月 10 日 11 日 入学式 ・ オ リ エ ンテ ー シ ョ ン
4 月 12 日 � 7 月 15 日 授業
7 月 16 日 � 7 月 18 日 振替及び補講
7 月 22 日 � 8 月 31 日 夏季休業
9 月 2 日 � 9 月 14 日 授業
9 月 17 ・ 18 日 補講
9 月 19 日 � 9 月 30 日 期末試験
〔後学期〕
10月 1 日 開学記念 日
10月 7 日 �12月 24 日 授業
12月 25 日 � 1 月 7 日 冬季休業
1 月 8 日 � 2 月 6 日 授業
2 月 7 日 � 2 月 13 日 振替及び補講
2 月 14 日 � 2 月 24 日 期末試験
3 月 20 日 卒業式
3 月 21 日 以降 春季休業
9 授業時間 に つ い て
現行 l コ -<80分 (1 . 5時間 〕 を 100分 ( 2 時
間) と す る 。
10 以 上 の 改正 に 伴い学則 も 改正 ， 両学部履修
内規， 年次移行基準 も 改正 し ， 薬学部 は 外
国語科 目 履修方法 を作成 し た。
(1学園 だ よ り J 15号昭和田年 3 月 1 9 日
発行 18頁� 28頁 参照)
2) 経 済 援 助
イ . 奨学生
日 本育英会奨学生 の推薦は ， 育英会か ら 示 さ
れ る 推薦枠を も と に ， 希望者を募 り ， 学部学生
は学生委員会， 大学院医学研究科生は 医学研究
科教務委員会， 大学院薬学研究科生は薬学研究
科委員会 と ， そ れ ぞ れ の 審議機関 に お い て 推 薦
基準に基づ き 選考 の 上， 行 っ て い る 。
本学学生 の現在 の採用 状 況 は ， 表 1 の と お り
で あ り ， 学生数に対す る 貸与者 の比率 は ， 学部
生 で25% ， 大学院生は50% と な っ て い る 。
貸与額 は ， 学部生 の 例 で み る と ， 昭和5 1年度
入学生 の 一般貸与は 月 額 1 1 ， 000 円 ， 特別貸与は
自 宅生 1 3 ， 000 円 ， 自 宅外生 で 18 ， 000 円 で あ っ た
が ， 昭和60年度入学生 で は ， 自 宅生22 ， 000 円 ，
自 宅外生で28 ， 000円 と 授業料 の値上げ に ほ ぼ比
例 し て 順次増額 さ れ て き て い る 。 大学院 も 博士
課程が月 額48 ， 000 円 →75 ， 000 円 ， 修士が38 ， 000
円 →65 ， 000 円 と 学部生 と 同様 に順次増額 さ れ て
い る 。 貸与額に対す る 学生の 希望状況 を み る と ，
約半数の 学生は現状 で満足 し て い る が ， あ と の
半数は増額を希望 し て お り ， そ の額は ， 10 ， 000 
円程度 と す る 者 が 多 L 、 。
ま た ， 日 本育英会以 外 の 育英奨学団体 の採用
者 も 数多 く ， 昭和5 1年度か ら現在 ま で， 本学が
取扱 っ た育英国体 と 採用者数は ， 5 1 団体， 95名
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一奨学金 | 3 u : 
富銀育英会奨学生 I 1 I 1 
住友生命福祉事業団医学奨学生 1 10 i ! 10 
原 口奨学金 1 I 1 
森下仁丹奨学金 I 1 I 
霊山育英会奨学生 I 1 ! 1 
交通遺児育英会奨学生 I 1 I 1 
中村積善会奨学生 I 2 I I 2 繋明館土田家育英事業奨学生 I 1 I 1 
江副育英竺竺 I I 1 1 1 I 
五十 ! 67 28 I 95 1 
青木村奨学金
ロ . 授業料免除
本学に， 第 I 期生が入学 し た 昭和5 1年 4 月 当
時 の 国 立大学授業料 の年額は ， 96 ， 000 円 であ っ
た。 そ の 後， 昭和53年度入学者か ら は ， 144 ， 000 
円 ， 昭和55年度は 180 ， 000 円 ， 昭和 57 年 度 は
2 1 6 ， 000 円 ， 昭 和59年度入学者 の後期か ら 半期
分 1 26 ， 000 円 と 隔年 ご と に改訂 さ れ， 昭和60年
4 月 の 入学者 につ い て は ， 年額 252 ， 000 円 と な
っ て い る 。
学生の奨学 ・ 援護 の 一環 と し て ， 授業料免除
制度が と ら れ て い る が ， 本学 に お い て も ， こ の
制度 の 適 切 な 活用 を 図 る た め ， 昭和51年 4 月 1
日 に 「富 山 医科薬科大学授業料免除及び徴収猶
予 に 関す る 規程J が 制定 さ れ， ま た ， 免除者 の
1 5 4  第 6 章 学生生活と課外活動
選考に関す る 基準を ， よ り 明 確 にす る た め 昭和
54年 4 月 1 日 に 「富山 医科薬科大学授業料免除
等選考基準」 を 制定す る 等所要 の 学 内 規程 を 整
備す る と と も に授業料免除制度 の適切 な 運 用 を
図 る よ う 努 力 し て い る 。
本学に お け る 授業料免 除 は ， 前期分， 後期分
ご と に希望 者 を 募 り ， 学生委員会に お い て ， 学
業成績お よ び経済面 に つ い て 規程に基づ き 選考
の 上決定 し て お り ， 昭和5 1年度か ら の 免 除 者
は ， 表 1 の と お り で あ る 。
半額免除者が少 な い の は ， 免除実 施 可 能 額
(昭和56年度以 前 の 入学者に つ い て は ， 収入予
表 1 学部生授業料免除者数
定額 の 8 %， 昭和57年度以 降 の 入学者 は ， 同 10
%) に 対 し て 免除 申 請者 が 少 な く ， 免除選考基
準 の 要件を満たす者につ い て は ， ほ ぼ全 員 ， 全
額免除 で き た た め で、 あ る 。 ま た ， 昭和57年度か
ら 免 除者数が減少 し て い る の は ， 各世帯 の所得
額が年々 増 え て き た の に比 し て ， 最高所得基準
額 が据 え 置か れ て い た た め ， 家計基準 オ ー バ ー
に よ る 免除不許可者が多 く な っ た こ と に よ る も
の で あ る 。 所得基準額が若干増額 さ れた 昭和59
年度 に免除者 も 若干増 え て い る の が ， こ れ を 表
し て い る も の と 思われ る 。
学 生 数 j 免 除 者
i ""'" 1 前期 i 医 学 部 | 薬 学 部 合二 計医 | 薬 | 計 l 一 一-----， - ------ ， I /<' " ' 後期 全 額(%) 半 額(初 | 全 額(初 ! 半 額(%) 全 額(%) 半額(%)
1 前期 o 0 i 1 (1 . 0) 0 1 (0. 5) ! 0 100 ! 105 205 一一一一←一一一一一一 トー ←ー-i 後期 1 6 (6. 0) : 0 i 4 (3. 8) 0 ， 10 (4. 9) 1 0 
209 1 4jh両日記 。 3 (1 . 4) 1 0 1 1  (2. 70) I 0 | せ 両1 13 両 b一一戸 両 o 竺 竺のi 0 
示品! 17 ぷ. 6) ， 0 ---1 16 (5 い I 33 (5. 4) 0 
If - - 一て二 17J1 J 」(10 3〕 0 1 56 0 叫 o
前期 1 25 (口) '， 0 1 38 (9 む 2 (0 の 63 (7. 7) 2 (� . 2) 1 l 54 403 ; 414 1 817 - J - L 一 !依期 I 29 (7. 2) 1 1 (0 州 41 (9. 9) 0 I 70 (8. 6) 1 1 (0. 1) 
[ 前期 27 (5. 4) 0 37 (8. 0) 0 I 64 (6. 6) ' 0 1 55 503
1
460 963 1- l- 十 三 i ト ー「一 一; 後期 I 28 (5. 6Y 0 ! 42 (9. 1) 0 ' 70 (7. 3) ' 0 
l 寸 i前期 34 (5 . の 1 0 36 (7. 7Y 0 I 70 (6. 5) 0 601 469 i 1 ， 070:一一 l ーーよ一一 l | 後期 l 28 (4 d o | 38 (8 U 0 1 66 (6 叫 O 
i 前期 23 (3 η 。 I 25 (5 叫 o 1 48 (4. 5) 0 1 ， 068: . .-'-------- ， 
| 治期 27 (4 則 。 28 (6 叫 o 55 (5. 1) 0 
! 前期 21 (3. 4) ; 0 
|
58 623 437 1J601 」一一一一一」| 後期 i 23 (3・ 7) ' 0 
l 前期 25 (4. 0) ' 0 59 632 431 1 ， 063:一一一，
l 後期 32 (5. 1) 0 
( ) 内は学生数に対する免除者の割合を示す。
18 (4. 1) 0 39 (3. 7) 0 
19 ハリ、hJJつυA斗A/t\ ' 42 (4. 0) 0 
18 (4. 2) . 0 i 43 (4. 0) 0 
18 (4. 2) ' 0 ハU\1ノ門/• 4 /{\ ハURU 
表 2 大学院生授業料免除者数
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: 年 | 学 生 数 | 免 除 者
ãr l2î * 
H I 前期 i 医 学 研 究 科 i 薬 学 研 究 科 l 合 計医 薬 計 |巴 ー |勾 全 額ω 半 佐 野 半 即) 1 全 一一� ' 
， 前期 5 ω の1 0 1 5 ( 18. 5) : 0 27 . 27 一一一一
JLfJ J ! 均 一二二i LL (18. 5) 1 o  1 5 (18. 5) ! 0 〕 // / 1  56 J6 1塑 --::.;:::-，ご二ここ17!竺ぺo 1 17 (3竺〉l 空
後期 l//// l i 9 (16 ザ o 9 (16・ 判 。
" ..- �-----前期 i 11 (19. 0) 1  0 1 11 (19. 0) 1  0 
I 55 ! 58 I 58 一一一 」 一一一ブf 一一一十一一一一一一一一斗一一一 」一 一一一一一十一一 | 
! i/ i l 後期 1 10 (17. 2) ' 0 i 10 (17. 2) 1 0 
|
56 | / l  u i  r4 | 前期 | /////| 7 (10 9〉 | 0 | 7 (10 判 。o 
凹 l m | 勾|二三プ ， 6 (ムムI 0 1 6 (9. 4) 1 0 
| 前期 1 1 (3 の I 0 7 (9 の o 1 8 (8 州 0 57 i 26 74 100 一一一一」 一一一一一ートー ! 
後期 1 (日) 1 0 7 (9 叫 o 1 8 (8. 0) 1 0 
58 39 78 J7 1
前期 I 5 山b yo ???! 土 - E P--竺I_�
後期 | 2 (5・ 叫 o 9 (11 引 o 1 1 1 (9・ 叫 o 
| 前期 1 2 (3. 4) ! 0 I 7 (8. 1) [ 0 9 (6・ 2) 1 0 「9 1 59 竹 山 研 工 心)1 0 - - !-7-可 瓦 l 9 〔6 2〕 J D
( ) 内は学生数に対する免除者の割合を示す。
、 . 学生生活実態調査
学生生活 の実態調査は ， 本学学生 の 経済面 と
健康等 の実態 を把握 し ， 学生生活 の充実 向 上 を
図 る 基礎資料 を 得 る こ と を 目 的 と し て ， 現在 ま
でに 2 回実施 さ れ て い る 。 最初は ， ま だ学年進
行途上の 昭和55年に実施 され， 2 回 目 は ， 学年
進行がほ ぼ完成 し た 昭和58年に実 施 さ れ たO
(大学院医学研究科は 昭和60年度完成) 今後 も
引 き 続 き 3 年 ご と に実施す る 予定 で あ る 。
調査対象は ， 学部学生 と し 調査方法 は ， 学
生 2 分 の l を抽 出 し ， 学生諜厚生係で調査票を
配付， 回 収 し た 。
回 収率 は ， 次表に示す と お り ， ほ ぼ， 同 じ結
果 と な っ て い る 。
調査 の 内 容 は ， ①住居 ・ 通学， ②経済 ・ 生活
③福利厚生施設， ④健康， ⑤学生生活 お よ び悩
み と 大 き く 5 項 目 に 区分 し て 行わ れ て い る 。
過去 2 回 の調査結果 を比較 し て み る と 3 年
間 で全般的な顕著 な 変動は認め ら れ な い が ， 生
活環境が 向 上 し て い る 反面 ， 経費 が増加 し て い
る こ が と 示 さ れ て い る 。
調査結果 の概要は ， 次 の と お り で あ る 。
住居面 で は ， 自 室 に風 呂 ， 台所， 便所付 き の い
わ ゆ る 学生 マ ン シ ョ ン 形式 の 室 に住む者 が増え
て お り ， 通学方法 も 自 動車通学者が 大 幅 に 増
え ， 現在 では 6 割以上に達 し て い る 。
こ れ を 反映 し て 経済面 で は ， 月 平均支出 額 が
前回 よ り 2 万 円 余 り 増 え て ， 自 宅生では 5 万 円
自 宅外生では 10万 円余 り と な っ て お り ， こ れ を
全 国平均 と 比べ て み る と ， 自 宅生は平均 ( 自 宅
生 の全 国平均〉 以 下 で あ る の に対 し ， 自 宅外生
は 平均 ( 自 宅外生の全国平均) を上回 る と い う
結 果 に な っ て い る 。
福利厚生施設関係では ， 食堂， 売匝， 理容室
の利用状況， 施設に対す る 要望 等 につ い て は ，
特に変化 は み ら れ な か っ た。
健康面 では 1 年間 に病気や け が を し た 者 が
58年度 の調査では ， 約 4 割で前回 よ り 若干減少
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し て い る の に 対 し そ の 治療費 に つ い て は ， 逆
に 噌 え て お り ， 特 に 年 間 l 万 円 以 上支払 っ て い
る 者 が 大 幅 に増 え て い る 。 ま た 58年 の 調 査実施
後 ， 保健管理セ ン タ ー が オ ー プ ン し て い る の で
健 康 面 で は 次 回 の調査結果が注 目 さ れ る 。
学生生活 と 悩み に つ い て は ， 試験， 進 級 ， 将
来 の 進 路 に 関 す る も の が最 も 多 い が ， 第 2 回 目
医 巴一会 司;調 査 年 度 I生 日u
抽出数 回収数 同収率
(%) 
男 233 147 63 .  1 
55 �年 度 女 19  15 78 . 9 
百十 252 162 64 . 3 
男 279 161  57. 7 三8 � J:ít 女 32 1 9 59 . 4 
3 1 1  180 57. 9 
3) 保 険 制 度 (学生教育研 究 災害傷害保険〉
こ の 保険は ， 文部 省 が ， 大 学 に 学ぶ学生 の 被
る 種 々 の 教育研究活動 中 の 災害 に 対 す る 被害救
済 の 指置 と し て 検討 し て き た 災書補償制度 で あ
り ， 財団法人学徒援護会が保険契約者 と な り ，
東京海上火災保険株式会社を 幹事会社 と す る 国
内 の 損害保 険会社20社 と の 聞 に 一括契約 さ れ た
も の で あ る 。
任意加 入 で あ る が ， 本 学 で は ， こ の 保 険 制度
の 趣 胃 か ら 全 員 加 入 を 呼 び か け ， �(i和5 1年度 の
第 1 J羽生入学以来 ， 新 入 生 の 100 % が加 入 し て
L 、 る 。
補償 の 対 象は ， 大 学 の 教育研究活動 [::j l に 被 っ
た 急激か っ偶 然 な 外 来 の 事 故 に よ る 身体 の {易占
と な っ て お り ， そ の 範 囲 は ， 昭和5 1 年 の 発足 時
に は ， 正 課 I ド お よ び学校主催行 事 仁! 1 の み で あ ぺ
た が ， 昭和55年 4 月 か ら は ， 課外活動 r! 1 ( キ ャ
ン パ ス 内 の み 〕 が ， 昭和58年 4 月 か ら は ， キ ャ
ン パ ス 内 の 休 憩 中 お よ び キ ャ ン パ ス 外 の 課外活
動 中 の 傷害 も 対 象に な る 等順次改善 さ わし て き て
表 1 事故件数
の 調 査 の 前 に 本 学 カ リ キ ュ ラ ム の 大 幅 改 正 が 行
わ れた こ と を 反 映 し て か ， 試験， jffi級 に 閲 す る
悩 み が 前 同 に比 べ て 半減す る と L 、 う 結果 と な っ
て い る 。 し か し そ の 対処方法 に つ い て は ， 前
回 同様 そ の 大 部 分 が ， 友人先輩に相談， 日 分 で、
対処す る ， な り ゆ き に ま か せ る と し て お り ， 変
化 は み ら れ な か っ た 。
薬 寸主立� 古官 J口込 五十
抽出数 回収数 回収率 抽出数 同収数 日収率
(%) (%) 
9:5 59 62 . 1 328 206 62 . 8 
1 3 1  1 1 1  82 . 8 153 126 82. 4 
229 170 74. 2  481 332 69 . 0 
127 95 74. 8 406 256 63 .  1 
90 84 93 . 3 122 103 84. 4  
217 179 82. 5 528 359 68 . 0  
L 、 る 。
本 学に お け る 保険加 入 告 の 事 故件数は ， 表 l
の と お り で あ る が ， そ の 内 界 は ， 表 2 に み ら れ
る よ う に ， 運 動 中 の靭帯損傷， 捻持:が 最 も 多 く
次 L 、 で骨折， 脱 日 お よ び実験 ・ 実 習 中 に お け る
切傷， 言IJ傷が多 L 、 。 昭和55年度 以 降 に 運動 中 の
事故件数が急激に 多 く な っ て い る の は ， そ れ ま
で 己! I二 さ れ て い な か っ た 課外活動 1 !'1 の事故件数
を 保険制度 の 改 善 に よ り ， 課 外活 動 中 の 事 故 も
補償 さ れ る よ う に な っ fこ こ と に伴 い ， n円和55千「
度 か ら 計 上 し た た め で、 あ る 。
表 l の 学生数に対す る 事故発生:':t(を み る と ，
全 国 平均 (昭和58年度調査で 0 . 55 % ) に 比 し
て ， 非常 に 高 い 古IJ子? を 示 し て い る 。 こ れ は ， 受
験 準備期 間 中 の 運 動不足や ， 下宿 生 (全学生 の
約85%) の食事面 で の 栄養 の ア ン バ ラ ン ス 等 か
ら な る 体 力 不 足 な ど が 主 な 原 因 と 思 われ る が ，
今後 ， あ ら ゆ る 面 か ら 事 故発生 の 原 因 を 調 査 し
傷書事 故 の 発生 を な く す る た め の 対 策 を ， 早急
に 立 て る こ と が必 要 で あ る と 考 え ら れ る 。
1 年 度 正 課 中 ω | 学校行事中仰) I 課外活動中仰 l 砧ぶヨ?の 合 計 (%)
1 (0. 5) I 1 (0 ・ 5) 1� 2 (1 . 0) 
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4) 福利厚生施設
イ . 食堂
昭和52年 4 月 か ら ， 福利棟 l 階に お い て ホ ー
ル の面 積 224 m2 ， 席数 153 で営業 を 開始 し ， 財
団法人学校福祉協会に経営 を 委託 し ， セ ル フ サ
ー ピ ス 方式 で運営 さ れ て い る 。 そ の後 ， 昭和53
年 4 月 に価格改訂， 同年 8 月 に増築 に よ り ホ ー
ル の面積458m2， 席数390 と な り ， 昭 和 55 年 1 2
月 と 昭和59年 7 月 に価格改訂 さ れ， 現在 に い た
っ て い る 。
利用者数 も 学年進行に伴 っ て 年 々 増 え ， 現在
で は 一 日 平均 1 ， 500 食を提供 し て い る 。
ロ . 喫茶室 ・ 談話室
昭和55年 4 月 か ら ， 福利棟 2 階で財団 法人学
校福祉協会 の委託経営 に よ り 運営 さ れ て い る 。
喫茶部分 と し て は ， 35m2 ， 席数20で あ る が ，
同 フ ロ ア に隣接の談話室 ( 232 m2席数80) と 併
用 し て 利 用 し て お り ， 一 日 平均 300 名 が利用 し
て い る 。
ま た ， 談話室 は ， テ レ ビ， 新 聞， 雑 誌， 囲
碁， 将棋等 の設備 を設け， 学生 の 憩 い の場 と L
て 提供 L て い る 。
ノ\ 売居 ， 書目 ， 理容室
昭和52年 4 月 か ら ， 福利棟 l 階部分 ( 130 m2) 
で一般業者 に よ り ， 書籍， 日 用 雑貨 等 を 販 売
し ま た ， 厚生棟 l 階で は ， 昭和55年 4 月 か ら
理容室 (19m2) を設け， いずれ も 市価 よ り 低廉
な 価 格 で運営 さ れ て い る 。
5) 健 康 管 理
昭和58年 4 月 ， 新設 の 医 科系大学 と し て は ，
全 国 に 先 が け て 本学に保健管理セ ン タ ー が設置
さ れた。 昭和59年 2 月 に は 附属 図書館 3 階に セ
ン タ ー建物が竣工 し ， 本格的 な 活動に は い り 現
在 に至 っ て い る 。 こ こ に至 る ま で の 木学 に お け
る 学生 お よ び職員 の健康管理活動 の 状 況 に つ い
て ま ず振 り 返 っ て 見 た し 、 。 昭和5 1年 6 月 ， 富 山
中部高校 旧 校舎 に保健室 が設置 さ れ ， 昭和5 1年
度 入学生 の 定期健康診断が初め て 実施 さ れた。
こ の 時 よ り 現在 に至 る ま で保健室業務を実質的
に支 え て き た の は 当 時学生課所属 の 山 田 房子看
護婦で あ る 。 学校医 と し て は河上内科医院院長
河上清医師 が学生 の健康相談に あ た っ た。 昭和
52年 4 月 には新校舎竣工 と と も に保健室 も 福利
厚生棟へ移転 し ， 学校医は 国 立富 山 病院 内科樋
口 洋 医 師 に 委 嘱 さ れ附属病院開院 ま でそ の 任に
あ た っ た。 昭和51年 4 月 ， 事務局管理棟竣工 と
と も に保健室 は講義棟事務室隣へ引越 し た。 昭
和55年 4 月 か ら は 本学第 2 内科寺 田 康 人 医 師
が， 昭和57年 4 月 か ら は 第 3 内科市 田 隆文医師
が学校医 と な り 保健管理セ ン タ ー 竣工 ま で そ の
任 に あ た っ た。 こ れ ま で の 学生に対す る 健康管
理業 務 の 実 際 と し て は春季 の 学生定 期 健 康 診
断， 日 常 の保健室 に お け る 救急処置 お よ び週一
度 の 学校医 に よ る 健康相談が主な も の で あ っ
た 。 ま た職員 の健康管理は 独 自 に庶務課 と 附属
病院 に よ っ て 行 われ て お り ， 本学の学生， 職員
の健康管理業 務 の 一体化 が望 ま れ て い た。
昭和56年本学か ら 保健管理セ ン タ ー 設 立 の 概
算要求が文部 省 に 提 出 さ れ， 昭和57年 12月 に は
幸 い に も 設置 の 内示を得 る こ と が で き た。 昭和
58年 2 月 評議会に お い て 「保健管理セ ン タ ー 設
置準備委員会」 が設置 さ れ， セ ン タ 一 規則 の 審
議 が行われた。 同年 4 月 ， 本学に正式 に保健管
理 セ ン タ ー が設置 さ れ， 運営委員会 に お い て 所
長 お よ び専任教官 の選考が行われ る こ と に な っ
tc.o 昭和田年 8 月 15 日 ， 本学公衆衛生学加 須屋
実教授が所長 (併任〉 と し て 発令 さ れ， 同年 10
月 1 日 に は 本学第 3 内 科助手 で あ っ た斎藤清二
医 師 が専任講師 と し て 着任 し 山 田 房子看護婦
と と も に こ こ に セ ン タ ー の ス タ ッ フ が全員 そ ろ
う こ と に な っ た。
さ て 本学保健管理セ ン タ 一 規則第 2 条に は セ
ン タ ー の 目 的 と し て 「本学に お け る 保健管理に
関 す る 専 門 的業務を 附属病院 と の連携 の も と に
一体的に行 い ， 学生お よ び教職員 の心身 の健康
の保持増進 を 図 る こ と を 目 的 と す る 」 と 明 記 さ
れ て い る 。 こ の趣 旨 に則 り セ ン タ ー と し て は 学
生 お よ び職員 の心身 の健康 に 関す る あ ら ゆ る ニ
ー ズ に応 じ ら れ る 体制lを つ く る べ く 下記 の ご と
く 業務体 系 を 整 え る こ と に な っ た。 ま ず学生 の
心身両面 に お け る 一般相談は 斎藤講師 が 毎 日 こ
れ に応 じ て い る 。 履修上 の 問題， 進路上 の 問 題
に つ い て は 医学部 よ り 伊藤祐輔教授， 薬学部 よ
り 狐塚 寛教授 を相談員 と し て 委 嘱 し ， 学務相談
に あ た っ て い た だ い て い る 。 心理療法 を必要 と
す る よ う な ケ ー ス に つ い て は非常勤 カ ウ ン セ ラ
ー と し て 心理学 の担当 の教官 の応援を得た。 ま
た各専 門科学校医 (神経精神科， 整形外科， 産
科 婦人科， 眼科， 耳鼻咽喉科， 歯科 口 腔外科 〉
に よ る 健康相談 を 月 2 回ずつ実施 し て い る 。 さ
ら に 緊 急 の 場合や セ ン タ ー に来所 し に く い ケ ー
ス に対応す る た め 加 須屋所長 の 自 宅電話 を 開放
し 電話相談に も 応 じ て い る 。 新入生に対 し て は
保健管理セ ン タ ー の ガ イ ダ ン ス と U P 1 (大学
生性格検査) に よ る 健康調査 を 入学 直 後 に 行
い ， 学生が気軽に セ ン タ ー を利用 で き る よ う P
R に も 努 め て い る 。 そ の 効 あ っ て か 昭 和 59 年
( l 月 � 12月 ) の セ ン タ 一 利 用 者は述べ件数に
し て 学生3 . 225件 ， 職員619件 に達 L た 。 こ れは
学生に お い て は l 人年聞 に 3 回 セ ン タ ー を利用
し て い る こ と に な る (定期健診， 診 断書 の 発行
は 除 く 〕 。 学生お よ び職員 が よ り 有意義な 生 活
を お く る た め の心身 の健康管理に対す る 援助 と
い う セ ン タ 一 本来 の 目 的 の 達成 の た め に は さ ら




富 山 は 海 と 山 の 自 然に恵 ま れ， 本学は 遠 く 富
�LJ 湾 を 望 み ， 近 く 北 ア ル プ ス 連峰を 目 前に し た
呉羽丘陵に立地 し て し る 。 創設以来本学 で は 新
入生合宿研修を実施 し ， 早春 の 5 月 上旬 ， 積雪
の 中 を 開通間 も な い 立 山天狗 平 の 立 山 高 原 ホ テ
ル を 借切 り ， 学生 ・ 教職員 が共に一泊 し ， 悠大
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な 自 然 の懐に 入 っ て 己が人間 の 小 さ さ を覚 り ，
自 然 と 人間 ・ 人間 同士 の 出 合 い の場 と し て 語 り
合 う 機会 と し て い る 。 学生は 全 国 か ら 広 く 集 ま
り ， ま た地元 出身者 て、 も 夏 山 は と も か く ， こ の
こ ろ の厳 し い 春 山 の 経験は な く ， 新入生には 強
烈 な 印 象を与 え る よ う で， 卒業後 も 本学 で学ん
だ 良い 思 い 出 と な っ て い る 。
パ ス と ケ ー ブ ル を乗継 ぐ往復 の 団体行動か ら
宿泊中 ま で班別 に リ ー ダ ー を設け， 学生に役 目
を分担 さ ぜ て 自 主協力活動 を 促 し ， 晴天 に 恵 ま
れ れ ば屋外で雪 中 を 国 見 峠や地獄谷へ と 歩 き ，
ス ノ ー ボ ー ト で斜面 を 滑 り 興 じ て 十分に若 さ を
発散 し 雨天 な ら 屋 内 で講演や ス ラ イ ド 映写 で
山 に 関す る 知識 を 聞 く な ど と 自 由 時間 も 交 え ，
両学部， 学生 教職員 の 別 な く 互 い に 交流 し 親
し く 話 し合 う 意義は大 き L 、 。
(た だ し 昭和58年度は ， 乗鞍青年 の 家 で実施 し
た〕
ロ . 厚生補導研究会
学 内 に は 教育課程 の 基本的事項 と そ の運営に
関 し て 協議す る 教務委員会 と ， 学生の厚生補導
に 関 す る 事項を審議 し連絡調整を 図 る 学生委員
会 が あ り ， いずれ も 副学長 (教育研究 ・ 厚生補
導担当〉 を委員長 と し て 学生生活 の 正 課授業 と
課外活動 ・ 生活改善等 に つ い て 配慮を心掛け て
い る 。 こ の両委員会は 毎年 2 月 に合 同 で厚生補
導研究会を一泊 し て 催 し ， 翌 年 の 学年暦 の 作成
か ら 学生気質 ・ 自 治活動 ・ 福利厚生 ・ 大学祭 ・
交通事故防止 ・ 留年問題 ・ 講習研修会 な ど幅広
く 学生 ・ 教務にわた る 諸問題に つ い て 活発 な 意
見交換 と 討議 を 行 っ て い る 。
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1 )  文化系サ ー ク ル 活動
イ . 叩年の歩み
第 2 節
5 1年 4 月 ， 第 l 回 入学生が入 っ て く る と 元 気
の よ い 連 中 は 早速各種 サ ー ク ル の 結 成 を 開 始
し 1 学期末 ま で に次 の 10 の サ ー ク ル が誕生 し
た 。 (英語 ク ラ ブ， 医薬研究会， 演芸部 ， 軽 音
同好会， ギ タ ー マ ン ド リ ン ク ラ ブ， 結鞭会， 植
物研究会， チ ェ ス ク ラ ブ， 美術部， 歴 史 同 好
会) 年末 ま で に は 文芸部 と 写真部 が加わ り 12 と
な っ た。 桔鞭会は ， 本 学 の 前身 富 山 大 学薬学部
で 4 年前に創設 さ れ て い た の を 受け継 い だ も の
で， 漢方 を学ぼ う と す る し 、 か に も 医薬大 に ふ さ
わ し い グ ラ ブ で あ る 。
こ の 1 2 の ク ラ ブ は ， や が て 文化 サ ー ク ル連合
準備委員会 (俗称文サ連) を結成 し 学友会設立
準備委員 会 の 一つ の 委員会 と な り ， の ち に学生
自 治会文化部会 の母体 と な っ た。
年 を 経 る ご と に文化系 サ ー グ ル の 活動は多様
化 し て ， 55年 に は ( 申 請中 の も の を 含め る と 〉 実
に 28 の サ ー ク ル 数 と な り ， 増減を繰 り か え し つ
つ現在 の正式 の サ ー グ ル数は お と な っ て い る 。
文化系各サ ー ク ル は ， 運動部 に比 べ て ， 部員
の獲得が難 し い と し 、 う 実状や名 目 だ け の部員 で
あ る 幽 霊部 員 問 題 と い っ た共通 の 4悩み を抱 え て
い る 。 毎年 8 月 に 聞 か れ る 文化系 サ ー ク ル リ ー
ダ ー 研修会は こ う し た 問題 につ い て 主 に 討議す
る 場 と な っ て い る が ， 打開策は 見 出 せ な い ま ま
に な っ て い る 。 体 を 動か し て 活動す る 運動等 の
部活動に比べ て やや地味な活動で あ っ た り ， 時
に は授業 の延長 み た し 、 に な っ た り す る 文化系 サ
ー ク ル 活動で、は ， こ れは 一種 の 宿命 な の か も し
れ な い 。
こ う し た 中 で， 音楽系 の サ ー ク ル は比較的順
調 な 活動を続け て い る 。 混声合唱 団 は ， 金 沢大
学， 新潟大 学 と で三大学合 同 演奏会を 毎年聞 き
定期演奏会 も 5 回 開催 し て い る 。 部員獲得 の悩
み を 持 ち つ つ も 室 内合奏団 は 7 回 の 定期演奏会
を 聞 き ， 昨年 の 「バ ッ ハ 生誕300年記念」 と 題
す る 演奏会は特に好評であ っ た。 他 に ギ タ ー マ
ン ド リ ン ク ラ ブ も 6 回 の定期演奏会， ク ラ シ ッ
課 外 活 動
ク ギ タ ー 部 は 2 回 ， 軽音楽 も 4 回 の 定期演奏会
を 聞 い て い る 。 少人数 の フ ォ ー ク ソ ン グ グ ラ ブ
は 学 内 で “ ち ん ま り " と コ ン サ ー ト を 聞 い て い
る が ， 昨年は市 の公会堂で伊藤敏博 と 共演す る
壮挙を行 っ た。 邦楽 の 三 曲 会は ， 琴 ・ 尺八 ・ 三
絃 と い う 日 本古来 の楽器 を 演奏す る サ ー ク ル
で， 師範級 の 男 子尺八奏者 を含め て ， 北陸三県
大 学芸交祭等で成果を披露 し て い る 。
趣味的 な サ ー ク ル と し て は ， コ ン ト ラ ク ト ・
ブ リ ッ ジ ク ラ ブが比較的長 い歴史 を 誇 っ て い
る 。 囲碁将棋部 も 須藤教授 と こ れを 継 い だ 古 田
教授 の顧問就任 でい よ い よ 部 員 の腕 が あ が っ て
い る と い われ る 。 茶華道部 の顧問は 木 村 教 授
で ， 大学祭 で の 生け 花 の 展示や茶会は一服 の 清
涼剤 と な っ て い る 。 演劇部 と 称 さ な い 「演劇を
楽 し む会」 は 文字通 り 学 内 で “演劇を楽 し む 泊
現況 で あ る 。 他 に写真部 ， 美術部 も 大 学祭 ・ 芸
交祭で成果 を 発表 し て い る 。
変わ っ た ク ラ ブ と し て ， 入院児童を楽 し ま せ
る ボ ラ ン テ ィ ア 活動か ら生れた 「青い 鳥」 は ，
お寺で 日 曜学校を 聞 い て 子供達 と ゲ ー ム を し た
り 小児科で七夕祭 り や グ リ ス マ ス 会 を 聞 い た り
し て い る 。
典型的 な文化祭 の サ ー ク ル と し て の英語 ク ラ
ブは 少人数な が ら 開学以来 の 伝統を も ち ， 5 1 年
部 の 創設 と 同 時に 副部長岩崎文子は ， 第 10 回 西
日 本学生英語弁論大会 で優勝， 賞 と し て サ ン フ
ラ ン シ ス コ 旅行 を 得 て い る し そ の 後金沢大学
で の ス ピ ー チ コ ン テ ス ト l 位， 特に 昨 年 は 富 山
大 学， 福井大学， 信州大学で の そ れ ぞ れ の コ ン
テ ス ト で 1 ， 2 位独 占 と い う 成績 を お さ め た。
コ ン ピ ュ ー タ ー ク ラ ブ では 1 B M-5550 の 特 別
レ ン タ ル や K D -290A の導入等に よ り 専 門家は
だ し の 実 力 を持つ部 員 が し 、 る と い わ れ ， 59年度
ノ之 ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ー 誌 で谷 口 部 員 の ソ フ
ト が特賞候補に な っ て い る 。 結鞭会は着実 な 活
動を続け会誌 の 発行 ， 大学祭で の展示 と 実演等
で注 目 さ れた。 地味 な が ら天文部 ・ 植 物 研 究
部 ・ 薬学研究会 も 日 常 の 活動や全薬 ゼ ミ ナ ー
ル ， 関薬連等 で そ の 実 力 を 発揮 し て い る 。
ほ か に キ ネ マ 倶楽部 が 月 1 回 自 腹を切 っ て 世
界 の 名 画 の ビ デ オ 上映 を や っ て い る 。
こ う し た サ ー ク ル活動は今後 も 地味 な が ら 息
長 く 続 く も の と 思われ る 。
口 . 大学祭， 芸交祭
5 1年度入学 1 回生 も 2 学期 を 終 え る こ ろ 気持
に も ゆ と り が 出 て ， 他大学 な み の大学祭を 聞 こ
う と し 、 う 気運 が生 ま れ ， 当 時起 り つつ あ っ た学
友会設立準備委員会 の設置 と 相前後 し て 52年 4
月 第一回大学祭実行委員会が 2 Ma浅井正 嗣 を
委員長 と し て 発足 し た。
学 内 者 だ け で こ じ ん ま り と やれ ば ， と い う 大
学側 と 一般公聞 を 考 え て い た実行委員会側 と の
数度 に わ た る 協議 の後 ， い ず れ 内 容 が充実すれ
ば公開す る と い う 条件で第 1 回 医薬大祭は 9 月
30 日 夕 方か ら ロ ッ ク コ ン サ ー ト で開始 さ れ， 10 
月 1 ， 2 日 の 本祭 3 日 の大運動会， と そ の 日 の
夕 方か ら の後夜祭 を も っ て 幕 を 閉 じ た 。 ロ ッ
ク ・ 招待講演 ・ 分科会映画 ・ 模擬屈 と い っ た大
学祭 の 一つ の 型が こ の 時設定 さ れた。 招待講演
は ， 森永 ヒ 素 中 毒 の研究 で知 ら れ た 岡 山大学青
山 助教授， ま た分科会 の テ ー マ は 「薬害問題」
「精神医療J I医薬分業 に つ い て 」 な ど身 近 な
テ ー マ で， ま じ め な一期生 ら し い意欲が感 じ ら
れ る も の だ っ た。
一般に公開 し て 早 く 大 学 の 存在 を県 民 に 知 ら
せた い と し づ 学生 の希望 は ， 街 に み こ し を 出 し
医薬展な ど54年 の 3 回 以 降 で実現 し た。 (次表
の と お り 〉
芸交祭 (北陸三県大学学生交歓芸術祭) は ，
毎年 10月 か ら 1 2 月 の 聞 に文化系 の サ ー ク ル活動
の 発表 の場 と し て 開催 さ れ， 現在23 の短大 ・ 大
学が加盟 し ， 本学 も 軽音楽， 管弦楽 ・ 邦 楽 ・ 美 術 ・
写真 の 各サ ー ク ル が そ の成果 を 発表 し て い る 。
文 化 系 サ
0回 ・ 期 日
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E大 学 祭3
O記念講演会 ・ 演題 ・ 演者O医薬展のテ ー マ第 3 回 (1979. 9 .  27�30) 
医学教育 中川米造氏
薬学教育 高野哲夫氏 ・ 辰野高司氏
解 剖 展第 4 回 (1980. 9 . 19�22) 
戦後を考えなおす 江藤 淳氏
研究の楽 しみ と苦 しみ 柳田友道氏心臓と腎臓第 5 回 (1981 . 10. 8 � 11) 
戦後か ら何を学ぶか 大江健三郎氏胸の痛み， お腹の痛み第 6 回 (1982. 9 .  30�10. 3 ) 
日 本語の由来 大野晋氏
肺ーその正常と異常一第 7 回 (1983. 10. 27�30)
技術文明 と人間 石井威望氏誕生の不思議第 8 回 (1984. 10. 25�28)
日 本経済の今後の見通 し と医療 竹内宏氏
富山 と成人病
ハ サ ー ク ル 紹介
昭和5 1年冬組織 さ れた文化 サ ー ク ル連合設立
準備委員 会 は ， 昭和52年 「 自 治会」 の 設立 と 共
に文化部会 と し て 発会 し た。 歴代代表者は ， 初
代議長高野隆， 二代浅井正 嗣， 初代事務局 長 高
田 良久 ， 二代丸 山 明夫， 三代 中村達弥， 四 代畑
谷芳功， 五代野村邦紀で あ る 。 現在加盟サ ー ク
ル は23サ ー ク ル で、あ る が ， 休部 中 の も の に歴史
研究会， 加盟 申 請中 の も の に書道部 が あ る 。 そ
の 他 か つ て 創部 さ れ現在廃部 と な っ て い る サ ー
ク ル に ， チ ェ ス グ ラ ブ， 文芸部， 映画 サ ー ク ル
女性問題研究会， 生物部 ， 旅行 同好会， ユ ー ス
ホ ス テ ル ク ラ ブ， 社会医療研究会， 歎 異抄研究
会 ， 聖書研究会， エ ス ペ ラ ン ト ク ラ ブ な ど が あ
る 。 以下23サ ー ク ル を紹介す る 。
ー ク ル
l グ ラ ブ | ラ ブ 名 i 員 ノ 数 | 設 立 年 月 i 主 た る 活 動
結 鞭 会 I 52 I 昭和4如 月 | 植物採集， 植物栽培， 文献輪読
美 術 部 | 10 I 昭和51年 5 月 | 作品の制作お よ び鑑賞
植 物 研 究 部 I 29 i 昭和畔 5 月 | 採集会， 合宿等を行い， 植物の生態を調べる 。
ギタ ー マ ン ド リ ン ク ラ ブ I 31 昭和畔 5 月 | 定期演奏会を毎年実施
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軽 二圭日t 楽 首:
三阿五口 ク ブ フ
写 真 自日
コ ン ピ ュ ー タ ー ク ラ ブ
混 士F且 メ日込 唱 団
室 内 メ口斗 日昌 団
ク ラ シ ッ ク ギ タ 一 部
囲 碁 将 棋 部
社 交 ダ ン ス 部
天 文 部
演 劇 を 楽 し む 会
コ ン ト フ グ ト フー リ ッ ジ グラ フ
プ ラ ス ア ン サ ン プ ル
薬 学 研 究 JZ3三ξ-
フ ォ ー ク ソ ン グ ク ラ ブ
華 道 部
青 し 、 鳥
茶 道 部
曲 メエιミ〈
2) 体育系サ ー ク ル 活動
イ . 1 0年の歩み
48 昭和52年 4 月
18 昭和51年 5 月
31 昭和51年12月
14 昭和52年 5 月
50 昭和52年 4 月
19 昭和52年 6 月
13 昭和53年 5 月
23 昭和59年 5 月
17 昭和53年11月
10 昭和54年 4 月
15 昭和54年 5 月
1 1 昭和54年 4 月
20 昭和54年 9 月
18 昭和54年10月
13 昭和55年 4 月
23 昭和56年 4 月
24 昭和56年 4 月
33 昭和57年 5 月
20 昭和58年 4 月
昭和5 1年 4 月 ， 富 山 中部 高校 の 旧 校舎 を 借 り
仮校舎 に 第 l 回 生 を 迎 え る に あ た り ， 課外活動
の場 (体育館等) の 要望 に ど う 対応す る か， 関
係 者 一 同 苦慮を重ね て い た。
予想通 り ， 体育系 ク ラ ブ設立 の機運 は 早 く か
ら 高 ま り ， 5 月 末 に は 15の ク ラ ブが 設 立 さ れ
た。 練習場所 と 用 具 の 要望が相次 い で 出 さ れ，
用 具 に つ い て は希望に添 う こ と は で き た が， 練
習場所に は ほ と ほ と 困 っ た。
幸い ， 中部 高 校 の 深 い ご 理解 と ご好意に よ り
週数回練習 の 場 を与 え て い た だ し 、 た と き ， あ た
か も 水を得た魚、 の よ う に学生は大喜び だ っ た。
し か し ， そ れ で も 練習場所 の不足には悩 ま さ れ
た 。 ク ラ ブ毎に東奔西走， 不備 な 条件 を 良 く 克
服 し懸命に活動 し て い た 。
同 じ こ ろ ， 北陸三大学体育連盟 (北三) と ，
西 日 本医科 学生体育連盟 (西医体) か ら 加盟 の
定期演奏会， 新歓 コ ンサー ト
大学祭におけ交る ス ピーチ コ ン ア ス ト北陸五大学 歓会への参加
写真展 (年 2 回〉 撮影会
ミ ニ コ ン ・ マ イ コ ンを使い， プ ロ グ ラ ミ ン グを楽 しむ
他大学と の合同演奏会， 定期演奏会を実施
定期演奏会， 全 日 本医学生オ ー ケ ス ト ラ参加
定期演奏会， 北陸三県合同演奏会への参加
職員 と の対抗試合， 大学対抗戦
新歓 ・ 大学祭 ・ ク リ ス マス ダ ンスパ ー テ ィ ー
天体の観察， 写真撮影
新歓 ・ 大学祭における公演
コ ン ト ラ ク ト ブ リ ッ ジ競技会の開催
新歓 コ ンサー ト ・ 大学祭参加
全国楽学生ゼ ミ ナー ルへの参加， 大学祭における研究発表
会員の演奏 と発表
生け花の練習および発表会
小児科慰問， 日 曜学校の子供たち と の交流
勉強会， 練習， 大学祭での発表会
北尺八， 琴交， 三味線術陸ゴ県 歓芸 祭に参加
誘 い が 入 っ た。
こ れ が契機 と な り ， 学生間 で体育会設立 の 必
要性が論 じ ら れ る と 同 時 に ， 体育系 ク ラ ブ総括
顧問金子教授 (文化系 ク ラ ブ総括顧問 は 田 辺教
授 ) の助言 を受 け ， í北三 l 加盟へ積極的 に 準
備 を進 め た 。
9 月 に学生の合意を得， 10月 に加盟 申 請， 1 1
月 に承認 さ れた。 あ わせ て ， 名 称 は 「北三」 か
ら 「北四」 と 改め ら れた。 各 ク ラ ブ と も ， 次年
次大会に 向 け て練習 に一段 と 熱が入 っ た。
52年 2 回 生が入学す る と ， 8 の ク ラ ブ が新
し く 誕生 し 計24 ク ラ ブ (現 在 の 数) と な っ
た 。 「北四」 競技種 目 の 内 ， 本学 に無い ク ラ ブ
は ， ア メ リ カ ン フ ッ ト ボ ー ル ， 少林寺拳法， 合
気道， 自 動車 ， 創作舞踊 で あ る O
体育会設立の議論が さ れ て か ら ， 約 1 年半余
り を 経た53年 1 月 再び そ の 必要性が唱 え だ さ れ
た 。 主た る 理 由 は ， 学 内 の体育的行事 (運動会
球技大会等〉 に おけ る 責任 の暖昧 さ ， 北四大会，
西 医体等 の 手続 き 等 の 責任は ・ ・ … ・ 等 で あ っ た。
難産では あ っ た が ， 53年 5 月 体育会が発足 し
以 後 の 体育行事や連盟 の仕事が 円 滑 に 運 ぶ よ う
に な っ た。
6 月 の運動会は ， 杉谷地 区 の 方 々 が弁当持参
で大 勢参加 さ れ学生 も 張 り 切 り ， 盛 り 上が っ た
も の と な っ た。
教授会 の承認を得て 「西医体」 加盟， 10 ク ラ
ブ初参加 ， I北四大 会J 1 2 ク ラ ブ， 1 4 1 名 初 参
加 ， さ ら に 関西薬学生大会 (関薬〕 に視察団 の
派遣， 秋 の運動会 等 々 ， 体育会は多 く の 業績を
重ねた。 学生 の体育系 ク ラ ブへ の 加 入率 (重複
加 入 を含む〉 は ， 医学部92%， 薬学部65% と ス
ポ ー ツ に対す る 関心度は急速 に 高 ま っ た。
54年 に は ， 体育施設が よ う や く 整い ， 水泳を
除 く 各 ク ラ ブは学 内 で練習が で き る よ う に な っ
た。
先輩がし 、 な い ， 伝統 の な い新設大学 と い う 何
か と 苦労 の 多 い 中 で ， 55年 に は ， 県 医 師会， 富
山 ， 高 岡両医師会な ら びに県教育委員会 の ご 協
力 で， 西 医体 の バ ス ケ ッ ト ボ ー ル (500人) ， バ
ド ミ ン ト ン (600人〉 競技 を そ れ ぞれ主管 し ， 56
年 に は ， 関 薬 の 陸上競技大 会 を 本学陸上競技場
で， さ ら に59年度 に は ， 北陸地区国立大 学体育
大 会 (北国 ・ 57年福井医科大 学 の加 盟 に よ り
「北三」 を 「北国」 に 改称〉 を学生 の 手 で運営
L ， 他大学か ら 高 く 評価 さ れた。
医薬大体育会が発足 し て ， わずか 7 年余 り で
全学生， 全 サ ー ク ル が一体 と な っ て 日 一 日 と 築
い た 貴重な礎は 必ず後輩に 引 き 継 がれ， や が て
良 き 伝統を構築す る であ ろ う 。
競技力 に お い て も ， 年毎に 力 を つ け近 年 の 西
医体や 関 薬 で の 活躍は 目 ざ ま し し 、 。 な か で も ，
59年 の北国大会 で 「空手J ， I硬式庭 球J I準 硬
式野球」 の擾勝， 2 ，  3 位種 目 も あ り 確実 に 力
を つ け た証拠で、 あ る 。 こ と に 「準硬式野球」 は ，
北信越 で優勝 し地区代表 と し て 全 国 大会に進み
活躍 し た 。
個人競技で も ， 全 国 レ ベ ル の大会 で、活躍 し た
l 回生 の 宮林千春 (空手) ， 窪 田 裕子 (体操) ，
2 回生 の 新 島光宏 (陸上5000m ) ， 4 回生 の 山
崎 晶 子 ( ス キ ー ・ ア ル ペ ン ) ， 牧 山 尚也 (水泳)
諸先輩の業績は特記す る に 値す る 。
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伝統 と 先輩 の い な い 新設医薬大， 暖か な 教職
員 の後 ろ 楯が あ っ た と は い え ， 10年間 の苦悶苦
闘 の ク ラ ブ の 足跡を大切に， 団 結 と 厳 し い ト レ
ー ニ ン グ で築いた礎を ま す ま す大 き く 育 て よ
う 。
開学以来， 大学行事 と し て 行 わ れ て き た ス ポ
ー ツ 大会， 第 1 回 (春季) は県営軟 式 野 球 場
で ， 秋は ， 中部 高校河川 敷 グ ラ ウ ン ド で全学生
教職員 が参加 し盛大に行われた。 終 了 後 ， 大 教
室 で学生 と 教職員 と の 交流会， 有意義 な 集い で
あ っ た。 最近は ち ょ っ と 淋 し い 大 会 に な っ て い
る の が気がか り で あ る 。
ス キ ー 講習会 も ， 12月 の休暇を利用 し 志 賀 高
原 ス キ ー 場 で ， 今 日 ま で 9 回継続 さ れ て き た。
学生に は ， 最 も 人気 の 高 い行事で あ る 。 講 習
内 容 も ， 全 日 本基礎 ス キ ー 代表 の 相 田 氏 を 特別
講 師 に 迎 え る な ど年毎に充実 し て き た。
特 に ， こ の講習会 の 指導者全員 が 本学 の 教職
員 で あ る こ と と ， 学生 と 寝食を共に生活す る と
こ ろ に大 き な 意味が あ る 。 今後は， も っ と 多 く
の学生， 教職員 が参加 で き る シ ス テ ム に 改 め て
い く べ き で あ ろ う 。
こ れ ら の諸行事 の 内容 を さ ら に検討 し ， 特色
あ る 医薬大伝統行事に 育 て よ う では あ り ま せ ん
カ ミ。
ロ . サ ー ク ル 紹介
体育会 は 開学 と と も に組織 さ れ ， 今年度 で八
期 を 迎 え ま し た。 こ こ で初代か ら の体育会委員
長 を 紹介 し ま す。 初代か ら ， 宮林千春， 近藤覚
也， 影 山 広美 ， 熊 田 晶夫， 森 田 論， 大橋一満，
奥村昌史， 藍寿司。 け っ し て ， 組織 の 長 と な る
人物だ け で そ の 組織が活動で き る わ け で、は あ り
ま せ ん O し か し組織 の長 は ， や は り 組織 の顔で
す。 組織 の 活動状態を は っ き り と 反映 し ま す。
先 に紹介 し た歴代委員長は体育会 の看板を背負
っ て 時 と し て 看板 の 重 さ に危 く 潰 さ れ そ う に な
っ て 踏 ん 張 っ て き た。 歴代委員長 の足跡は現在
に 至 っ て 立派に受け継がれ て い ま す。 次 に 各 グ
ラ ブ の 紹 介 を い た し ま す。
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体 育 系 サ ー ク ル 60. 4 現在
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3) 課外活動施設
本学に は ， 下 記 の課外活動施設設備 が あ り 逐
次完成 し て い ま す の で紹介 し ま す。
体育館 : 課外活動施設 と し て 最初に 昭和 5 1 年
に完成 し た施設で， 床面積は 1 ， 457m2 あ り
第 l 体育室 で は ， 入学式， 卒業式等諸行事
の 他 ， 各種 の 課外活動に使用 し ， ま た 第 2
体育室 ( l68m2) で は ， 空手道部 ， 体 操 部
が活動 L 2 階は ， 卓球場お よ び ト レ ー ニ ン
グ場 と し て の器具が整備 さ れ て い る 。
厚生棟 : こ の棟は， 昭和5 1年に完成 し た が，
昭和54年 3 月 ま で ， 仮管理棟 と し て 事務局
が使用 し て い た 。
昭和54年 10月 に 内部 の 改修工事 を行 い ，
新 し く 学生の厚生棟 と し て ， 大集会室， 小
集会室 ， 共 同 サ ー ク ル室， 和室， 印 刷室等
が完成 し た 。 ま た 昭和58年に ， 大 集会室 に
防音設備 が完備 し 音楽室 と し て 使用 し て い
る 。 昭和59年度 に は和室を拡張改修 し た 。
弓 道場 : 昭和53年度に完成 し た 6 人立射 場 を
有す る 施設で， 射場面積は 1 28 . 4 m2 あ り ，
弓道部 の 課外活動用 に使用 し て い る O
武道館 : 昭和57年 3 月 29 日 に竣工 し た総 面 積
335 m' で， 柔道部 と 剣道部が半分ずつ課外
活動に使用 す る 他授業用 剣道に も 使用 し て
い る 。
テ ニ ス コ ー ト : 昭和5 1年度 末 に ク レ ー コ ー ト
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4 面 と ア ン ツ ー カ ー コ ー ト 2 面 が完成 し ，
昭和57年に は ， 全天候型 コ ー ト 2 面 が完成
す る と と も に 昭和58年度 に は ， ク レ ー コ ー
ト 一面 を ア ン ツ ー カ ー コ ー ト に改修 し ， 現
在 に至 っ て い る 。 ま た ， 昭和59年度 に ， 打
球板 も 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 製 で完 成 し て い
る 。
陸上競技場 ・ こ の競技場 は ， 400m 8 コ ー ス の
ト ラ ッ ク と ， サ ッ カ 一 場一面 が と れ る フ ィ
ル ド を有す る 総合陸上競技場で昭和54年 10
月 に完成 し た も の で あ る 。
た た 昭和58年度 に は ， 日 本陸上競技連盟
の 3 種公認 の 総合陸土競技場 と し て 認定 さ
れ て い る 。
野球場 : 昭和53年度に完成 し た 。 両翼は 92 m 
ノ ミ ッ ク ス ク リ ー ン ま で 100 m あ り 内野は ク
レ ー 土， 外野は芝を張 っ た野球場 で、 あ る 。
準硬式野球部 が課外活動に使用 す る ほ か ，
授業用 お よ び教職員 の球技大会に も 使用 し
て い る 。 な お， 昭和59年度 に外野 フ ェ ン ス
敷設 と 内 野 の 土 の入れ替 え を し た 。
水泳 プ ー ル : 昭和59年度 に 完成 し た も の で，
25m 7 コ ー ス ， 水深 1 . 3m � 1 . 4 m で ， 循環
ポ ン プ等機械類 も 最新 の も の を 備 え て い
る 。 水泳部 の 課外活動お よ び授業用 に 昭和
60年度か ら使用 を始め て い る 。
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1 ) 医 学 部
私 の机 の あ る 研究室 の窓か ら 講義棟 の 前庭が
望 め る 。 今年は二本， 桜 の 花が咲いた。 毎年 の
卒業生 の 記念植樹 の う ち ， 第一回 生 ・ 二 回 生 の
植 え た桜が咲い た の だO 枝ばか り の木 を不安 な
心持 ち で、見上げた 入局二年 目 の春 を 昨 日 の こ と
の よ う に思 い だす。 仕事に追われ， 来 る 日 々 ば
か り を思 う 日 常 に ， ふ と 過 ぎ た 日 々 の 重 み を 感
じた。
昭和5 1年 2 月 ， 私 た ち 第一期生は 入学願書を
西長江 の県立中央病院 内 に おかれた大学事務局
へ送 っ た。 受験票を も っ た私 た ち を迎 え た の も
合格通 知 を 手 に し た私た ち を迎 え た の も ， 冬 に
な れ ば 雪 の 舞い 込 む 中部 高校 旧 校舎 であ る 。 仮
住し 、 か ら建設 中 の杉 谷 キ ャ ン パ ス へ ・ ・ … ・ 。 所は
変わ っ た が 行 う こ と すべ て が創 始 で あ る 情況は
変わ ら な し 、 。 私た ち は そ の こ と に興奮 も 感 じ る
一方， 層 の 薄 さ ， 歴史 の 浅 さ に意気消沈 し た こ
と も 多 か っ たO 周 囲 の人 々 に 励 ま さ れ， 気 を と
り 直 し て 理想 を 支 え ， 行動を持続 し て き た十年
間 で あ っ た よ う に思 う 。
昭和60年 3 月 ， 四 回 目 の卒業生が巣立 ち ， 四
本 自 の 桜 の木が植 え ら れた。
本学医学部 同窓会は開学 と 共に 準備 さ れた 。
正式に発足 し た の は 昭和57年 3 月 ， 第 - 回 生 の
卒業時 で あ る 。 発足に 際 し い く つか の 事業計画
が た て ら れ， 現在， 研究 ・ 診療 と 会務遂行 の 挟
み撃 ち に役員一 同 窮 々 と し な が ら も そ の い く つ
かが実行 さ れつ つ あ る 。 こ こ に些 少 な が ら こ れ
ま でに進め ら れた卒業生 の 動 向 に 関す る 調査結
果 を報告 し ， 若干 の検討を試み た い 。
表 1 は ， 卒業後 出 身大学 に 引 き 続 き 在籍す る
い わゆ る 「大学に残 る 」 卒業生 (表 1 a ) と ，
他学あ る い は 他医療機関 に在籍 ま たは 勤務す る
「大学 を 出 る 」 卒業生 (表 1 b ) の卒業生全体
に対す る 割合 を 示 し た も の で あ る 。 第一回 生 で
は 同 じ新設校 の 中 で も 島根 ・ 滋賀に比べ本学お
よ び浜松は 「残 る 」 卒業生が多 し 、。 と こ ろ が二
回 ・ 三回 と 下 る に し たが い ， 本学 で は 残 る 卒業
生が50%台 に 落 ち こ む の に対 し ， 浜松 では70%
近 く が依然残 っ て い る 。 一方， 島根 ・ 滋 賀 で は
各期 と も 残 る 卒業生は60% を越え な い 。 入学者
数 に 占 め る 大 学設置県 内 お よ び そ の 近県 出 身 者
数 と 「残 る 」 卒業生数 と の 関係 が未調査 で あ っ
た り す る た め ， こ の表は 実 際 の と こ ろ 単 に事実
を 数表化 し た 以 上 の 意味は な い が， こ ん な 仮説
を た て る の も 興味深 い 。 そ れ は 大 学 を と り ま く
社会的条件， つ ま り 大学設置地域 の人 口 ・ 医療
事情等 と 卒業生 の 動 向 と の 相 関 で あ る 。 表 2 は
表 l の 各大 学 の設置 さ れた県 の人 口 ・ 人 口 密度 ・
人 口 1 万人 あ た り の医師数 ・ 病院 ベ ッ ド 数 ， 参
考ー ま で に年間快晴 日 数 ・ 最寒月 の平均気温 (最
暖 月 は ど こ で も 8 月 で26 0C 位 で あ る 〉 を ま と め
た も の で あ る 。 表 l と 対照す る 。 浜松医大 の あ
る 静 岡 県 では全人 口 に比 し て 医 師数 ・ ベ ッ ド 数
共 に 少 な く ， い わ ば 医 師 の需要が多 い と い え
る 。 こ の こ と が 「残 る 」 卒業生数 に 関 係 す る の
で は な い だ ろ う か。 逆 に 「 出 る 」 卒業生が多 い
島根では確か に 医師数 ・ ベ ッ ド 数 と も 人 口 に比
し で か な り 多 L 、 。 本学の場合， 富 山 県 そ の も の
は 全 国 的 に み て 中位の医師数 ・ ベ ッ ド 数 で あ る
が， 隣県 の新潟県 ・ 岐阜県 は そ れ ぞ れ 12- 9 人，
1 15 - 90 床 と 少 な く ， 隣接地域を 合わ せ て 考 え
た場合 (た だ し 石川 県 は 医師数 18人 以 上， ベ ッ
ド 数 165 床 以 上 で そ れ ぞ れ全 国 第 3 位 ・ 4 位 の
高充足県 で あ る 〉 ま だ ま だ 医療 の充足が望 ま れ
る 地域 に あ る と 考 え ら れし そ う だ 。 平均63% と い
う 「残 る 」 卒業生数は そ の 反映か も し れ な い 。
地域 の 医 師不足を解消 す る と い う 新設医大構想
の 一つ の 目 標は こ れ を み る 限 り 達成 さ れつ つ あ
る と い え る 。 し か し こ う し た需給関 係 は地域 の
人 口 増 が そ う 簡単には お こ ら な い こ と を考 え る
と ， た と え人 口 の老齢化 に伴 う 医療対象人 口 の
増加 を考慮に入れた と し て も ， 現在 の ベ ー ス で
医 師 の 供給が進め ば早晩平衡に達す る こ と は確
か だ ろ う 。 事実， 厚生省 は 「将 来 の 医 師需給を
均衡 の と れた も の にす る た め に ， 当面70年 を メ
ド に医 師 の新規参入を 最低限一割程度 削減す る
必要があ る 」 と の 見 解 を 示 し て い る 。 医 師 を と
り ま く 今後 の 状況は 決 し て 明 る く は な L 、 。 そ う
し た 中 で、本学卒業生 の 動 向 は 今後 ど の よ う な推
移 を み せ る であ ろ う か。
次 に 表 3 を 示す。 6 年制 の 医学部 で は ， 昭和
57年 3 月 ， 第一回 生75名 が卒業 し ， 以 後 こ れ ま
で に第二回 生 102 名 ， 第三 回生92名 ， 第 四 回 生
102名 ， 計37 1名 が卒業 し た 。 こ の う ち 女 子 は そ
れぞれ 9 名 ， 1 4名 ， 1 2名 ， 6 名 ， 計 41 名 で あ
る 。 各 回卒業生が ど ん な 講座 に進んだ か を 本学
に 「残 っ た」 者， I 出 た 」 者 あわせ て ま と め た
も の が 表 3 a で あ る ( 四 回生は現在集計中 〉 。
一見 し て わ か る よ う に 内 科 ・ 外科 と い っ た 臨床
医学系 に進む卒業生が圧倒的 に多 い 。 他学 の資
料が な い た め本学 の 動 向 を他 と 比較検討す る こ
と は で き な い が ， 医学部卒業 生 の 多 く が 臨床系
に進む の は一般 的 な 傾 向 で あ る 。 し か し 臨床系
に進む者 も ， 研修医 と し て ま ず実地臨床 の 道 を
た ど る も の と ， 大学院へ進み所属科 の専門 分野
に つ い て 研究か ら 着手す る 者 と 二通 り あ る 。 多
く は前者 で あ る 。 後者 に は 臨床系講座に籍 を お
く が ， 基礎系講座 に 出 向 し て 研究を進 め て い る
者 も お り ， 表中 の 臨床系 に 進 ん だ も の す べ て が
医 師 と し て 診療 に の み従事 し て い る と は限 ら な
L 、 。 一方基礎系 に進 ん だ 者 は ほ と ん どが大学院
に進み実験 ・ 研究 に専心 し て い る 。 中 に は早 く
も 欧米著名 誌 に そ の成果を認 め ら れ た 者 も お
り ， 今後の 活躍が楽 し み で あ る 。 表 3 b に各年
度 の 大学院進学者数 を示す。 一定年限 の 臨床研
修 を積 ん で か ら 大学院へ進学す る 者ー も あ る た
め ， 各年度進学者は必ず し も そ の 年に卒業 し た
者 だ け で は な し 、 。 い ず れ に し て も 卒業生は現
在 ， そ れ ぞ れ の 道 で、 日 夜 粉骨砕身 の 努力 を続け
て お り ， 同 窓会総会 の 案内 に も 「欠席。 と に か
く 忙 し い 。 」 と い う 返事が大多数 な の が現状 で
あ る 。
最後に， 本学 と 本学卒業生の今後の 姿 に つ い
て 思 い を め ぐ ら せ た い 。
本学は東洋医学 と 西洋医学 の 融 合 ， 医学 ・ 薬
学一体 と な っ て の 健康 と 卒福 の 追求 を 建学 の精
神 と し た 大学 で あ る O い う ま で も な く ， 融合 ・
一体化 と し 、 う の は両者 を 適 当 に ま ぜ あ わ せ た り
つ ぎ は い だ り す る こ と で は な く ， 融合 ・ 一体化
さ れた医学 ・ 薬学 の 創造 に ほ か な ら な し 、 。 こ れ
は長い時間 と 多 く の 人 々 を要す る 仕事で あ る O
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創造性豊かな精神 ， それを育む風土 の 必要 な 仕
事で あ る 。 次 の エ ピ ソ ー ド は示唆 に富む。
「 ア イ ン シ ュ タ イ ン は ， 物理学 に独創的 な 貢
献は し な く な っ た 晩年に も ， 彼以後の物理学 の
発展に非常 に 貢献 し た 。 彼は ボ ア ー を は じ め ，
何人か の 独 創 的 な 若手 の物理学者た ち に論争を
ふ っ か け た 。 い く つ か の 論争で、結 局 彼 は 負 け た
の だ が ， 論争を し た こ と が ， そ の若手物理学者
の理論 の 発展 に大 い に プ ラ ス に な っ た 。 つ ま
り ， ア イ ン シ ュ タ イ ン に批判 さ れ る こ と に よ っ
て ， そ れを き ち ん と 論破す る ま で理論 を 発展 さ
チ ャ レ ン ジ
せ る O そ う し づ 契機 ・ 挑戦を ひ き お こ す こ と に
よ っ て 物理学 に非常 な 貢献を し た 。 J
広 中平祐氏が ハ ー バ ー ド の 同 僚 に 開 い た と い う
こ の 話 は ， ア イ ン シ ュ タ イ ン の 偉大 さ と 共 に ，
人物 を 育 み新 し い 学聞 を創造す る ア メ リ カ の豊
か な 精神 と 風土を感 じ さ せ る O 偉大 な人物が し 、
つ で も ど こ で も 栄光 に 満 ち て ばか り は い な い こ
と は 例 え ば ウ ィ ー ン の モ ー ツ ア ル ト を 思 え ば よ
く わ か る (彼は しか し プ ラ ハ で は幸せ だ っ た 〉 。
本学が人物 を 育 み ， 優れた診療 ・ 研究か ら 新 し
い 学問 創造 ま で の 場 と な る よ う 本学 同 窓 生は も
ち ろ ん 本県 は じ め多 く の人 々 の 力 と 心 を 集 め た
い 。 今度 開学十周 年記念事業 の一環 と し て 国 際
交流事業が計画 さ れ ， 同 窓会 も そ の一翼を担 う
後援会が発足 し た こ と は ， 豊か な 風土づ く り の
ーっ と し て 大変 喜ば し し 、 。 こ う し て 力 を 集 め ，
心 を 集 め ， か た ち が て、 き て い く の だ 。 昭和55年
9 月 ， 第 4 回医薬大祭記念講演会 の 講師 と し て
本学 を 訪れた江藤 淳氏は本学 を 御 覧 に な っ
て ， I ア メ リ カ の富俗な大学 に比べ て も 全 く 遜
色 の な い諸設備 を 備 え た 大学」 と 評 さ れ ，
「文部省 が ， 富 山 県 が ， 諸君の大学を ど ん な に
大切に考 え ， 手塩 に か け て あ の 設備 を つ く り 上
げ た か が よ く わ か り ま す。」
と ， 語 ら れた 。 今度は私た ち が心 を 傾 け ， 力 を
合わせ て ， 診療 ・ 研究 @ 精神 ・ 風土 と い っ た か
た ち の な い か た ち を つ く っ て い く 番だ 。 全国 か
ら ， 全世界か ら 本学 に集 ま っ た人 々 が ， 本学 を ，
そ し て 木 県 の 自 然 ， 生活 ， 人 々 を愛情を も っ て
語 る よ う に な れば幸い で あ る 。
(医学部同窓会長 高 田 良 久〉
新設医大各校か ら の 他学 ・ 他医療機関移
行率
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表 1 - b
学生生活 と 課外活動
新設医大各校の 出身大学在籍率
l\l富山医科 島根医大 i 滋賀医大 i 浜松医大 |
J 期生 77. 3(%) 1 50 附)1 45. 7(%) 1 74. 4(刻
2 期生I 56. 4 I 41 2 52. 9 74. 5 
1 3 期生 55. 7 ト I 56. 6 
|平 均 I 63. 0 45. 9 I 51 . 7 72. 1 
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表 1 - a
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本学医学研究科 〔大学院〕 進学者数表 3 - b
2) 薬 学
イ . 学部
昭和50年に 医学部 ， 薬学部 ， 和漢薬研究所が
一体に な っ た ユ ニ ー ク な 富 山 医科薬科大学が創
設 さ れ， 生み の 苦 し み を 味わ い な が ら ， 今年昭
和60年 は 創立十周年を迎 え る こ と に な っ t::.o 大
学は設備， 内容 と も に充実 し た大 学 と し て 発展
し て き たO 薬学部 に は 昭和53年に大学院博士課
程が設け ら れ研究 の態勢 も 整 っ て き た。 4 年制
の 薬学部 では 第 l 回生は 昭和55年 3 月 に54名 が
卒業 L ， 昭和60年 3 月 に 第 6 回生99名 を合わせ
550名 に達 し ， そ の 中女子は322名 を数 え る 。
卒業生お よ び 同窓会 (薬窓会) は 本学前身 の
県 立富 山 薬学専門学校 ( 明 治43年) ， 官立富 山
薬学専門学校 (大正 9 年〉 か ら 富 山 大 学薬学部






と 連綿 と 受 け 継 がれ て き た 。 第 l 回卒 (大正 2
年〉 か ら 第72回卒 (昭和60年〉 ま で の卒業生総
数は約5 ， 800名 で， 卒業生は全国 は も と よ り 海
外 に ま で活躍 し て い る 。 昭和38年 に大学院修士
課程が創設 さ れ， 第 l 回修了 (昭和40年) か ら
第2 1 回修 了 (昭和60年) ま で に 修 了 生は 457 名
を数え る 。 ま た 昭和53年に大学院博士課程 も 設
立 さ れ ， 昭和60年 3 月 ま で課程博士 1 1 名 ， 論文
博士20名 を世に 出 し た。
本学の沿革は 富 山 薬学専門学校卒業生 (第 l
回 ~ 第39回卒) は全国 に雄飛 し ， 優秀 な 製薬技
術者を送 り ， こ の影響が研究 ， 製造 に志 向 し た
薬剤師 を醸成 し た と 思われ る 。 そ の 結果， 有名
製薬会社社長や重役を輩 出 し ， 本学 の栄誉を充
分に昂揚 し た 。 こ れ を う けつ ぎ ， 本学は学制改
革に よ り ， 富 山大学薬学部 と な り ， 卒業生 (第
40回 � 66回卒) 2285名 を生み (中女子 1 105名 ) ，
薬専 の 伝統が継承 さ れ ， 社会的に優秀 な 中堅~
上級幹部 を 輩 出 し ， 活 躍 し て い る 。
薬学部 第 l 回生 (通算67回生， 昭和55年 3 月
卒業〉 は54名 で 中女子は37名 で66% を 占 め て い
る O 医薬大 と し て 第 l 回 の 入学生で あ り ， 当 時
の社会状況か ら み て ， 経済不況 の 中 に あ っ た が
卒業生 の就職は ， 病院 9 名 (女 9 名 ) ， 会 社関
係 13名 ( 1 2名 ) ， 大学院進学 17名 ( 7 名 ) ， 公務
員 4 名 ( 3 名 ) ， 研究生 7 名 ( 3 名 ) ， そ の 他 な
ど を 示 し て い る 。 と く に県下で の女子 の就職は
難 し い が ， 幸い に県 下 に 100 有余社 の 製 薬 会
社 が あ り ， 卒業生 の先輩 と の コ ン タ グ ト に よ っ
て 解決 の方 向 に あ る こ と は 喜ば し い こ と で あ
る 。
第 2 回生 (通算68回生， 昭和56年 3 月 卒業)
は 8 1 名 (女 ・ 56名 ) で56名 の女子 の就職は県 内
30名 ， 県外26名 ， 県 外 の女子は地元で就職 出 来
な い の で富 山 に と ど ま り た い と の 意 向 が 出 て き
て 大 変 で、あ っ た が， 諸先生方， 卒業生 の 方 々 と
の 努 力 に よ っ て 解決 す る こ と が 出 来た。 病院 1 5
(女 14) ， 会社関係26 (25) ， 公務員 4 ( 2 ) ， 大
学院進学24 ( 5 ) ， 研究生 2 ( 1 ) そ の 他 な ど
で あ る 。
第 3 回 生 (通算69回生， 昭和57年 3 月 卒業〉
は 1 1 1 名 (女83名 ) と 多 く ， 女子83名 の 困 難 さ ，
地元志 向 の マ イ ホ ー ム 型で職に対す る 積極性が
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ぞ の ま れ る 。 逆 に会社 (官庁) か ら は 有 能 な 人
材 を ど ん ど ん 求 め 出 る 事態 と な っ て き た。 病院
1 4  ( 13) ， 会社関係39 (33) ， 公務員 5 ( 3 ) ， 大
学院進学28 ( 12) ， 研究生 4 ( 3 ) な ど と な っ
て い る 。
第 4 回 生 (通算70回生， 昭和58年 3 月 卒業)
は 105名 (女59名 〉 で， 病 院 16 ( 13) ， 会 社 関
係 4 1 (32) ， 大 学 院 進 学 3 1 ( 4 ) ， 公 務 員 7
( 2  ) ， 研究生 4 ( 3 ) そ の 他 な ど で あ る 。
第 5 回生 (通算7 1 回生， 昭和59年 3 月 卒業〉
は98名 (女52名 ) で病院 9 ( 8 ) ， 会社関 係 30
(22) ， 公務員 10 ( 4 ) ， 薬局， 卸 7 ( 5 ) ， 大 学
院進学33 ( 2 ) ， 研究生 2 ( 2 ) で， 次 第 に ス
ー ノζ ー マ ー ケ ッ ト 時代 の拡大 で ， そ の 中 で の 薬
局 へ就職 の機運が 出 て い る 。
第 6 回 生 (通算72回生， 昭和60年 3 月 卒業〉
は99名 (女34名 〉 で病院 1 1 ( 5 ) ， 会社関 係 29
( 1 5) ， 公務員 7 ( 5 ) ， 大 学院進学33 ( 2 ) ， 研
究 生 8 ( 2 ) そ の 他
以 上か ら 昭和57年度卒業生か ら大学院 へ の 進
学 が多 く な り ， 昭和60年卒 ま で に お お よ そ コ ン
ス タ ン ト の 数字 と な っ て お り ， 男 子就職に お け
る 大 ， 中企業会社 の研究室 へ の 志 向 が と み に 目
立 っ て い る 。 女子に関 し て は 毎年 の 悩 み で あ る
が ， こ れは企業意識か らすれば， せ っ か く l 年
つ と め て 役立 つ て い る 折 に ， 退職 の 事態が多 く
あ る の で， そ の デ メ リ ッ ト は 大 と の意識が強 く
な っ て い る こ と は 今後 の大 き な 問題 で あ る 。
薬学部卒業生就職状況 (昭55�60年) 以下 の
と お り 。
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昭和57年度 ( 13) 16 
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大学院薬学研究科 の 就職状況は以 F の 通 り
昭和54年度 ( 4 )  3 1 1  
昭和55年度 ( 3 ) 18  
日(j平日56年度 ( 2 ) 3 1 1  
大 前期課程 昭和57年度 ( 1 ) ( 2 ) 2 20 
a主主 昭和58年度 ( 1 ) ( 2 ) 2 14 
院 昭平159年度 ( 2 ) ( 1 ) 3 19  
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大学院前期 (修士 〉 課程 ば 附和55年 3 月 修 了
の 第 1 6 回 生 か ら 昭和60年 3 月 修 了 の 第2 1 凶 生 ま
で、合 わ せ て 1 65名 (女38名 ) が 修 了 し た 。 そ の
中 平均56% の 方 々 は 大 ， 中 の 堅 実 な 会社研究室
へ就職 し て い る の が特徴で あ る 。 ま た 病院へは
女 子 が増 え ， 公務員 も 平均 2 � 3 名 と コ ン ス タ
ン ト に ， そ し て 大学院博士課程 へ の 進 学 も 次 第
職 大 研 /グ、ー町 企仁:1
卸 公 'C ￡学 修生
. 院 の
i主 の 計 研進 究
士7c 貝 {也
λ寸iら一 生 他 五十
( 1 ) ( 3 ) ( 1 ) (26) ( 7 ) ( 3 ) ( 1 ) (37) 
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2 4 。r 52 24 2 3 81 
( 1 1) ( 3 ) ( 6 ) (66) ( 12) ( 3 ) ( 2 ) (83) 
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に 増加 し て い る こ と は 研 究 が 軌道 に乗 っ て き た
こ と を 示 し て い る 。
大 学院 博士課程は 昭和53年 に設 け ら れ ， 昭和
56年 に課程博二上 2 名 ， 57年 に 2 名 ， 58年 2 名 ，
59年 4 名 ， 昭和60年 l 名 の 計 1 1 名 の 課程博士 を
生 ん だ 。 ま た論文博士 は 昭和57年 l 名 ， 58年 9
名 ， 59年 に は 10名 で 計20名 の論文博 士 を 生 ん だ コ
課程博士 の 中 に は ， 学位取得後， 韓 国 や 台 湾 の
大学助教授， ア メ リ カ の 大学 ・ 研究所 の 研究員
と し て活躍 し て い る 者 も お り ， ま た ， 地元製薬
会社 の研究所に も 就職 し て い る 。
ま た ， 論文博士は本学 出 身 で会社研究所に勤
務 の し て い る 者や ， 本学薬学部 ・ 他大学薬学部
に勤務 し て い る 者 に 授与 さ れ て い る 。
本学は創立以 来 10年 の歳月 を経たわけ で あ る
第 3 節 卒業生の動向 1 7 1  
が ， 薬学部 は 古い伝統を生か し ， 良 き 先輩 の 力
添 え と ， 諸先生 の 努 力 に よ っ て 就職 の 実 を挙 げ
て き た。 大学院 の 前期 (修士) 課程， 後期 (博
士〕 課程 も 次第に充実 し て 参 り ， 今後 ま す ま す
教育， 研 究 に 実 り を あ げ ， 良 い 社会人を生むべ
く 就職に最善をつ く さ な け れ ば な ら な い 。
